






















1   目的

 近年、青少年の性行動の低年齢化・加速化は、その望まない妊娠と性感染症の増加によ

って大きな社会問題となりつつある。彼等の生涯を支える健康の基盤が、これらの問題に

よって脆弱化されることのないよう、性に関する自己決定力を育む性教育を研究し、実践

する。また、性教育の多くは、学校教育のなかで行われているため、在学期間の短い「中

卒・高校中退」の青少年たちは、性教育を受ける場を失っている。乏しい性情報の中で性

行動を性行動を活発化させている彼等の実態を分析し、彼等に対する性教育をいかに進め

るべきかを個別相談活動やアンケート調査によって研究する。


